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区
議
会
議
員
に
な
り
、
2
度
目

の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
旧
年
も

様
々
な
方
か
ら
頂
い
た
ご
相
談
や

お
声
を
も
と
に
、
日
々
の
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教
え
て
い

た
だ
く
こ
と
や
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
の
多
い
一
年
間
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
学
び
や
気
づ
き
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
元
気
で
健
康
な

人
も
含
め
た
す
べ
て
の
区
民
が
、

平
常
時
と
災
害
時
の
別
に
関
わ
ら

ず
、
大
き
な
不
安
や
孤
立
感
を
感

じ
ず
に
い
ら
れ
る
中
野
に
し
て
い

け
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
な
ど
の
結

果
、「
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動
に

お
け
る
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
に

加
え
て
子
ど
も
の
登
録
に
関
す
る

内
容
を
含
め
た
広

報
の
拡
充
」「
発

達
障
が
い
児
・
者

が
相
談
で
き
る
窓

口
に
関
す
る
情
報

の
周
知
」「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
の
予
防
、
人
権

啓
発
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
の

周
知
拡
大
」、
そ

し
て
「
中
野
区
に
避
難
を
し
て
き

て
い
る
被
災
者
へ
の
、
区
職
員
に

よ
る
全
戸
訪
問
」
な
ど
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
善
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
え
あ
い
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
持
つ
、
福
祉
・
保
健
・

子
育
て
支
援
の
総
合
窓
口
で
あ
る

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、「
多
く
の
方
へ
の
周
知
」「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
整
備
に
向
け

た
窓
口
の
拡
充
」、
そ
し
て
「
24
時

間
３
６
５
日
緊
急
連
絡
体
制
の
整

備
」
な
ど
の
課
題
を
た
び
た
び
区

議
会
で
指
摘
し
ま
し
た
。
本
年
も

「
支
え
あ
い
と
安
心
の
ま
ち 

中
野
」

に
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒164-0014    中野区南台2-51-7-305　 TEL：03-6304-8758　 E-mail：09wishizaka@mbr.nifty.com　
【中野区議会】〒164-8501 東京都中野区中野4-8-1　TEL：03-3228-8874（無所属控室） 

http://ishizakawataru.net/　twitterID：@ishizakawataru　　      編集・発行：共生中野

不安と孤立を見捨てない 中野区議会議員・無所属2013. Jan.(1 月号)

-1 面 -

VOL.07

　毎月一度、お茶を飲みながら暮らしや制度、街づ
くりについてざっくばらんにおしゃべりしています。
　石坂わたるからの区政報告の他、中野のよいと
ころや改善したいところについて書き出し、中野の
ことをみんなで考える作業もしています。毎回たく
さんのご意見やアイディアをいただき、より暮らし
やすい中野を作るために何ができるのか考えていま
す。「暮らしについて考えたい」「中野のことを話し
たい」という方、ぜひご参加ください。

お茶会やってます

石坂わたる：1976 年生まれ。養護学校教諭、区立 第七中学校・
第十中学校　介助員などを経験し、平成 23 年、中野区議会
議員選挙にて初当選。精神保健福祉士、行政書士。

1月24日（木） 19：00 〜21：00
キッチンそら（中央 5-48-5）
※中野駅南口から徒歩 6 分
TEL 03-5340-7803
※各自のご飲食代のみご負担ください。

次回のお茶会

「
支
え
あ
い
と
安
心
の
ま
ち 

中
野
」を

目
指
し
て
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石
坂
　
地
域
支
え
あ
い
活
動
に
は
町
会
等
が
行

う
見
守
り
活
動
や
安
否
確
認
な
ど
の
他
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
行
う
「
日
常
生
活
を
支
援
す

る
活
動
」
が
あ
る
。
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

対
象
者
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
？
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
や
育
成
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
べ
き
で
は
？

区
長
（
田
中
大
輔
）　
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
支
援
の
必
要
な
方
に
対
し
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
困
り
ご
と
サ
ー
ビ
ス
や
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
つ
な
げ
生
活
支
援
を
し
て
い

る
。
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
把
握
、
育

成
を
進
め
た
い
。

石
坂
　「
区
長
が
特
に
支
援
が
必
要
と
認
め
た

児
童
お
よ
び
そ
の
保
護
者
」
も
見
守
り
の
対
象

者
と
な
る
が
、
十
分
な
取
り
組
み
や
告
知
が
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
？
　
ど
の
よ
う
に
手
続
き

の
周
知
を
行
う
か
？

区
長
　
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
相
談

窓
口
な
ど
に
、見
守
り
対
象
者
名
簿
へ
の
登
録
を

含
め
た
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
い
る
と
こ

ろ
。
様
々
な
施
設
で
啓
発
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

石
坂
わ
た
る
の
目

子
ど
も
の
見
守
り
名
簿
へ
の
登
録
は
、
こ

れ
ま
で
特
別
委
員
会
で
も
質
問
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
進
捗
が
見
ら
れ
ず
、一
般
質

問
で
改
め
て
質
問
。必
要
な
方
に
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
坂
　
原
則
的
に
、65
歳
に
な
っ
た
障
が
い
者
に

は
、障
が
い
福
祉
よ
り
も
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
。介
護
保
険
だ
け
で
は

ま
か
な
え
な
い
支
援
な
ど
は
、
障
が
い
福
祉
の

枠
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
の
か
？

介
護
保
険
へ
の
切
り
替
え
に
伴
う
当
事
者
の
不

安
払
拭
に
努
め
、周
知
を
徹
底
す
べ
き
で
は
？

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
保
険
移
行
後
も
、
必
要

な
支
援
が
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
障
害
者
相
談

支
援
事
業
所
が
個
別
に
対
応
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
円
滑
な
移
行
を
支
援

し
て
い
る
。

石
坂
　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
知
識
の
状
態
に

よ
り
、
本
来
は
使
え
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
結
び
つ
か
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
周
知
や
啓
発
は
？

区
民
サ
ー
ビ
ス
管
理
部
長
　
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
の
、
様
々
な
施
策
の
活
用
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
、
周
知
を
一
層
進
め
た
い
。

石
坂
　
非
課
税
世
帯
の
場
合
な
ど
障
が
い
者
福

祉
か
ら
介
護
保
険
に
切
り
替
わ
る
際
、
利
用
者

負
担
が
増
え
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
の
事
業
見

直
し
案
で
は
、
障
害
者
福
祉
手
当
第
二
種
が
65

歳
以
上
を
対
象
に
一
律
廃
止
と
さ
れ
て
い
る
。

介
護
に
関
す
る
負
担
が
増
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
手
当
て
が
廃
止
を
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
活

に
不
都
合
が
生
じ
る
人
が
多
数
い
る
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
、
一
律
廃
止
を
す
る
の
か
？ 

健
康
福
祉
部
長
　
第
二
種
手
当
て
は
区
独
自
の

事
業
。
国
や
都
の
手
当
て
制
度
と
は
異
な
る
。

こ
の
手
当
を
開
始
し
た
当
時
は
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
限
ら
れ
て
い
た
。（
現
在
で
は
、
65

歳
以
上
の
方
は
1
割
負
担
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
部
分
を
使
っ
た
上
で
、
介
護
保
険
で
は
内
容

や
時
間
数
が
不
足
す
る
部
分
に
つ
い
て
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。
そ
の
障
が
い
福

祉
部
分
は
）
支
給
料
の
上
限
を
設
け
る
こ
と
な

く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
行
制
度
で
は
、
障
害
者
福
祉
手
当

第
二
種
は
、
65
歳
以
上
で
新
た
に
障
害
者
手
帳

を
取
得
さ
れ
た
方
は
受
給
で
き
な
い
と
い
う
不

公
平
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、（
64
歳
ま
で
に
障

害
者
手
帳
を
取
得
し
た
人
も
65
歳
以
上
で
あ
ら

た
に
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
方
と
同
じ
よ
う

に
す
る
べ
く
）
手
当
を
廃
止
す
る
。

石
坂
わ
た
る
の
目

な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
受
給
が
で
き
て
い
た
人

を
受
給
が
受
け
ら
れ
な
い
人
に
合
わ
せ
る

形
で
の
不
公
平
の
解
消
を
図
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
制
度
の
廃
止
で
、
所
得
の

少
な
い
非
課
税
の
障
が
い
者
の
生
活
が
行

き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
坂　
『
新
し
い
中
野
を
つ
く
る
10
か
年
計
画
』

で
は
緑
化
推
進
を
謳
っ
て
い
る
が
、
進
ん
で
い

な
い
の
で
は
？　

こ
れ
ま
で
の
成
果
、
今
後
の

取
り
組
み
は
？

環
境
部
長　
屋
上
緑
化
は
区
有
施
設
で
５
カ
所
、

小
中
学
校
３
校
で
実
施
し
て
お
り
、『
10
か
年
計

画
』
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
る
。
関
連
分
野
に

よ
る
庁
内
推
進
組
織
（
緑
の
推
進
会
議
）
を
設

け
進
め
て
お
り
、
可
能
な
限
り
緑
化
に
努
め
る
。

石
坂　
民
間
建
築
物
も
含
め
る
と
区
全
体
で

８
０
７
カ
所
の
屋
上
緑
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

区
有
施
設
で
非
営
利
団
体
な
ど
が
屋
上
緑
化
を

で
き
る
よ
う
に
し
、
よ
い
例
を
区
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
？

環
境
部
長　
屋
上
緑
化
を
行
っ
て
い
る
区
有
施

設
で
は
、
安
全
な
ど
管
理
の
面
か
ら
、
指
定
管

理
者
ま
た
は
業
務
委
託
で
維
持
し
て
い
る
。
区

民
団
体
に
よ
る
様
々
な
緑
化
活
動
が
で
き
る
運

営
も
考
え
た
い
。
屋
上
緑
化
の
優
良
な
事
例
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
周
知
し
て
い
る
。。

石
坂
わ
た
る
の
目

屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
は
室
温
を
下
げ
る

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り

電
力
消
費
量
を
抑
え
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
脱
原
発
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
区
民
団
体
な
ど

と
も
協
力
し
、
積
極
的
に
緑
化
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
す
。

- ２面 -

地
域
支
え
あ
い
活
動

人
材
確
保
と
児
童
の
登
録
は

区
有
施
設
で
の

緑
化
を
進
め
て
！

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会

（
12
月
３
日
〜
12
月
20
日
）　
一
般
質
問

議員としてのテーマ
・誰でも利用できる子育て支援の拡充

・いじめや虐待を見逃さない社会づくり

・「分かる」「できる」「伸びる」学校づくり

・高齢者や障がい者が共に暮らすまちづくり

・働く人・働きたい人が元気になる地域づくり

・自殺やうつなど孤立のない安心できる地域づくり

・住む場所に困ることがないまちづくり

・NPOやボランティアの知恵を活かした地域づくり

・便利で参加しやすい区役所運営

・誰もが躓いた時に支えあえるまち

不
安
と
孤
立
を

見
捨
て
な
い

障
が
い
福
祉
と
介
護
保
険

移
行
に
問
題
は
な
い
か
？



1

2

3

・
弱
視
児
教
育
で
、
よ
り
効
果
的
な
教
材
の
活

用
が
で
き
る
よ
う
検
討
、
検
証
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
。

・
特
別
支
援
教
育
や
発
達
障
が
い
に
関
し
て「
説

明
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
感
じ
る

保
護
者
の
数
が
増
え
た
原
因
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
。

・
特
別
支
援
教
育
巡
回
相
談
員
や
、現
在
検
討
中

の
特
別
支
援
教
育
巡
回
指
導
員
に
つ
い
て
、

夏
休
み
を
活
用
し
て
〝
保
護
者
が
子
ど
も
の

発
達
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
会
〟
や
〝
必
要

に
応
じ
て
お
子
さ
ん
が
発
達
検
査
を
受
け
ら

れ
る
機
会
〟
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

質
問
。

・
区
立
療
育
セ
ン
タ
ー
ア
ポ
ロ
園
に
よ
る
、
発

達
障
害
児
を
抱
え
る
保
育
園
へ
の
訪
問
支
援

に
つ
い
て
、
訪
問
頻
度
を
高
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
質
問
。

・
区
の
予
算
で
購
入
し
た
保
育
園
の
災
害
時
備

蓄
の
内
容
と
、
消
費
期
限
の
あ
る
食
料
品
な

ど
の
今
後
の
買
い
替
え
に
つ
い
て
質
問
。「
買

い
替
え
費
用
は
各
園
に
自
立
的
に
し
て
も
ら

う
予
定
」と
い
う
答
弁
に
対
し
て
、
必
要
な
も

の
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
よ
う
区
も
何
ら
か
の

形
で
支
援
す
べ
き
と
要
望
。

・
い
じ
め
総
合
対
策
に
つ
い
て
、
表
面
的
な
指

導
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
の
子
ど
も
同
士
の
関

係
性
を
踏
ま
え
た
日
常
の
指
導
の
工
夫
や
、

見
え
に
く
い
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

な
ど
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
指
導

を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
。

・
現
在
、
保
育
園
待
機
児
解
消
の
た
め
、
区
は

認
証
保
育
園
を
誘
致
し
て
い
る
。
今
後
子
ど

も
の
数
が
減
り
需
要
が
減
少
し
た
と
き
に
区

立
の
認
可
園
の
定
員
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
、
統
合
な
ど
の
ほ
か
の
方
法
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
問
。

・
給
食
の
放
射
能
対
策
に
つ
い
て
、
食
材
の
検

査
を
実
施
し
な
い
と
決
め
た
理
由
、
今
後
の

検
討
の
余
地
を
質
問
。
宇
田
川
教
育
委
員

会
事
務
局
副
参
事（
学
校
教
育
担
当
）は「
国

な
ど
の
公
表
す
る
検
査
結
果
を
も
と
に
安

全
性
確
認
を
行
え
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う

し
た
検
査
の
状
況
で
大
き
な
数
値
的
な
変

化
な
ど
が
あ
れ
ば
再
度
検
討
も
あ
る
と
思

う
」
と
答
弁
。

・
学
校
の
統
合
に
お
い
て
、
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
小
さ
い
（
児
童
数
の
少
な

い
）
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
配
慮
し
て
進

め
て
ほ
し
い
と
要
望
。

・
統
廃
合
な
ど
学
校
再
編
に
伴
い
、
特
別
支
援

教
育
の
質
が
下
が
る
こ
と
が
な
い
か
質
問
。

「
巡
回
指
導
を
行
い
機
能
さ
せ
て
い
く
、
質
の

低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
は
全
く
な
い
」
と
宇

田
川
教
育
委
員
会
事
務
局
副
参
事
（
学
校
教

育
担
当
）
は
答
弁
。

・
学
校
統
合
の
際
、
元
の
学
校
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
記
念
に
な
る
も
の
を
デ
ジ
タ
ル
画

像
で
保
存
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
で
き
な
い
か

質
問
。
石
濱
教
育
委
員
会
事
務
局
副
参
事（
学

校
再
編
担
当
）
は
、「
学
校
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
う
い
っ
た
方
法
等
の

紹
介
は
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
。

決
算
特
別
委
員
会

子
ど
も
文
教
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会

子
ど
も
文
教
分
科
会

子
ど
も
文
教
委
員
会

子
ど
も
文
教
委
員
会
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10
月
4
日

10
月
３
日

10
月
15
日

10
月
16
日

・
統
合
に
よ
っ
て
移
動
す
る
特
別
支
援
学
級

児
童
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
対
応
は

あ
る
か
質
問
。
宇
田
川
教
育
委
員
会
事
務

局
副
参
事
（
学
校
教
育
担
当
）
は
「
学
校

に
（
見
学
に
）
行
っ
て
み
る
な
ど
は
、
対

応
で
き
る
」と
答
弁
。

子
ど
も
文
教
委
員
会

10
月
17
日

・
地
域
支
え
あ
い
活
動
の
見
守
り
対
象
者
に

は
児
童
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

見
守
り
対
象
者
名
簿
に
は
現
在
児
童
の
登

録
は
な
い
。
見
守
り
を
必
要
と
す
る
児
童

の
保
護
者
に
、
こ
の
制
度
は
周
知
さ
れ
て

い
る
の
か
質
問
。
黒
田
子
ど
も
教
育
部
副

参
事
（
子
育
て
支
援
担
当
）
は
「
問
い
合

わ
せ
が
あ
れ
ば
案
内
す
る
が
、
今
ま
で
そ

う
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
は
な
い
」
と
答
弁
。

地
域
支
え
あ
い
推
進
特
別
委
員
会
10
月
18
日

中野のカフェにて以下の連続講座を開
催します。

政治はじめて物語　全 2 回

政治について幅広く考える講座です。
政治についてゼロから少人数のゼミ形
式で学びます。私たちの生活はどのよ
うに政治と関係しているのかについて、
ともに考えましょう。基礎知識などまっ
たくなくても大丈夫！   

全2回：2月28日（木）、3月28日（木）
参加費：2,000円（ワンドリンク、会場代・
資料代込。初回支払い）

地域活動実践おもしろ
ゼミナール	 　 全 2 回

地域での当事者活動について、実践を
踏まえた講座です。自治とは何か？　
地域におけるボランティア、アクティビ
スト、地方議員の役割と地域での連携
とは？　当事者性を活かした地域活動
のいろはについて学ぶと共に、ワーク
ショップを通して、地域の課題の洗い
出しと自分たちがそれにどう関わってい
くのかを考えます。

全2回：2月21日（木）、3月21日（木）
参加費：2,000円（ワンドリンク、会場代・
資料代込。初回支払い）

発達を考える 	
ダイアログカフェ　全 2 回

発達障がい者の暮らしやすい協働の
あり方や社会のしくみを考えるワーク
ショップと、支援のあり方についての学
習。小さなグループでの話し合いからア
イディアを出しまとめていく「ダイアロ
グカフェ」という形式をとります。

（発達についての自助や悩み相談を目的
とした場ではありませんのでご了承くだ
さい。）

全2回：2月7日（木）、3月7日（木）
参加費：2,000円（ワンドリンク、会場代・
資料代込。初回支払い）

開催時間（各講座とも）
19 時〜 20 時　夕食付き交流会
（希望者のみ。要事前申込。学習会
参加費とは別に食事代1000円）

20 時〜 22 時　学習会

複数の講座に参加いただいても構いま
せん。

詳細は石坂わたるのブログにて近日中
に告知します。

電話・メールにてお申し込みください。

格差が広がり、多くの人が生きづらさと	
不安を抱えています。
誰もが希望と安心を感じることができ、	
弱者が切り捨てられることがない社会を、	
みんなで力を合わせて作っていきましょう！

1976 年生まれ。学生時代は長距離ランナー。座右の銘は「ないものは創る」。同性の相方と二人暮らし。
成蹊大学経済学部卒業。千葉大学特殊教育特別専攻科発達障害教育専攻修了。立教大学21世紀社会デザイン
研究科博士前期課程修了（修士）。養護学校教諭、区立第七中学校・第十中学校介助員などを経験し、平成
23年中野区議会議員選挙にて初当選。専門学校非常勤講師 ( 保育学 )、精神保健福祉士、行政書士。
共著書・分担執筆：『精神保健福祉援助演習（専門）』弘文堂　2012 年
プロフィール

連続講座を開催！連続講座を開催！ 不安と孤立を見捨てない

　　03-6304-8758（事務所）
　　または03-3228-8874（無所属控室）
　09wishizaka@mbr.nifty.com



　　  お話をうかがいます
　中野区議会内では、無所属議員控え室に在室してい
ます。ご相談・ご意見をうかがいますのでお電話・メール
で在室確認の上、お気軽にどうぞ。また、3名以上の区
民の方の集まりにも調整の上、おうかがいします。

vol.
07
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今
回
の
学
習
会
で
は
、
前
半

に
中
学
・
高
校
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ

イ
ズ
の
予
防
啓
発
を
行
っ
て
い

る
医
療
系
学
生
の
団
体
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ａ
の
方
々
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ク
イ
ズ
を
交
え
た
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
マ
ラ
リ
ア

の
よ
う
に
蚊
を
介
し
て
感
染
し

な
い
と
い
う
話
な
ど
、
初
め
て

正
確
で
整
理
さ
れ
た
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
」「
知
っ
て
い

る
つ
も
り
で
き
ち
ん
と
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ

ズ
に
つ
い
て
知
識
を
整
理
し
な

が
ら
じ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
後
半
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
者
ス
ピ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ク

ラ
イ
ケ
イ
ス
ケ
さ
ん
の
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。「
男
女
間

で
の
感
染
者
数
そ
の
も
の
は
少

な
い
が
、
検
査
に
よ
る
早
期
発

見
率
が
低
く
、
エ
イ
ズ
が
発
症

し
て
分
か
る
人
が
多
い
（
発
見

が
遅
く
、
生
存
率
も
低
く
な

る
）」、「
都
内
某
区
の
保
健
所

で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
社

員
の
個
々
の
健
康
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
し
た
の
に
、『
あ
な

た
方
の
会
社
の
規
模
で
あ
れ
ば

あ
と
２
〜
３
人
い
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
ね
』
な
ど
と
言

わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
」
な
ど
、

当
事
者
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま

え
た
話
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

に
お
け
る
課
題
が
見
え
て
く
る

内
容
で
し
た
。

　

中
野
区
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ

に
よ
る
障
害
者
手
帳
交
付
率
が

他
区
に
比
べ
高
く
、
件
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
関
心
や

知
識
を
持
ち
、
検
査
を
受

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

10/19　中野区医師会との懇談
10/20　幼保園シャローム（認証保育所）運動会

来賓
　　　　 LGBTと里親の会
10/21　中野区内消防団合同点検来賓
10/27　中野区特別支援学級連合運動会来賓
10/30　講演会 福祉先進国デンマークから

学ぶ「デンマークの高齢者福祉」
11/5　  中野ボランティア会
11/9　  ボランティア相談員公開基礎講座「あな

たが繋ぐ中野のボランティア」受講
　　　　 キッチンそら（中野）にてお茶会を開催
11/10　大阪人権博物館

リバティおおさ
かを視察

 　　　　関西レインボー
パレード

11/11　東京おもちゃま
つり

11/12　コープとうきょう
中野コープ会＋
に参加

11/15　兵庫県尼崎市市役所にて「シチズン
シップ教育について」視察

11/16　大阪府豊中市さくらさくほいくえん

「おやこ広場」を視察
　　　 　大阪府豊中市役所にて「コミュ二ティ

ソーシャルワーカー事業について」
視察

　　　 　中野区公益活動団体交流会
11/17　江原小学校６０周年式典来賓
　　　　 『第３回 学校そもそも会議』実践学園

中学・高等学校編　ファシリテータ
11/18　医療救護訓練における中野特別支援

学校での二次避難場所開設訓練 視察
11/19　中野区さつき寮 (母子生活支援施設）

<子どもショートステイ・トワイライト
も実施 >の視察

11/23　旭出学園（特別支援学校）の勤労感謝祭
11/25　風花（東中野）

にてお茶会を
開催

11/30　中野区の作業
所、あとりえ
ふぁんとむの
30周年＆NPO法人リトルポケット5
周年記念行事来賓

12/1　　collect! なかの表現祭2012
12/2　　日本精神福祉士会主催　成年後見に

ついての研修会出席

12/8　　講座「こころの発達を知る〜思春期
と発達障害〜」

12/9　　小学校PTA連合会バレー大会来賓
12/12   障害者虐待防止法研修〜気付き合え

るチームつくりを目指して〜
12/16   花の街「アヤコットファミリーコン

サート」（クリスマスコンサート）
12/22　	宮城県東松島

市鷹来の森運
動公園仮設住
宅にてクリス
マス会のボラ
ンティア

12/23　中野区役所で開催されたハイティーン
会議を傍聴

　　03-6304-8758（事務所）または 03-3228-8874（無所属控室）　09wishizaka@mbr.nifty.com

09wishizaka@mbr.nifty.com

すべてのお問い合わせはこちら！ バックナンバーのお問い合わせもこちらまで！
視覚障がい者の方など必要な方には音声版の

たつのこ通信（ダイジェスト）をご用意できます。

通信を郵送します！
たつのこ通信は
年に4 回ほど発
行予定です。ご希
望の方には郵送いたし
ます。

メールニュース配信中！
議会質問の日程
やイベント予定
などを、メール
で配信しています。

ボランティア募集 !
中野区内でのたつのこ通
信の配布、郵送準備など
をお手伝いしてください。
配布はご自宅の近くだけ
でもかまいません（50
部程度から可能）。

  発達障がい、HIV、外国籍など、様々な
不自由を抱えて社会への働きかけを行う
方々に、その内容や実績、思いをお聞きし
ます。
  多様な活動を学び、市民としてどんな政
治参加ができるのか考えていきましょう。

日時：2 月 3 日（日）  14:45 〜17:15
会場：カサデオリーバ  中野区本町 5-35-9 本町五丁目ビル
参加費：100 円（資料、お茶代）
●長谷川 博史さん [日本HIV陽性者ネットワーク・ジャンププラス 代表]
●金子 磨矢子さん [ 大人（成人）発達障害のための就労支援施設 

Alternative Space Necco( オルタナティブ・スペース・ネッコ）代表 ]
●他

み
ん
な
で
知
ろ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
の
基
礎
知
識

学
習
会

レ
ポ
ー
ト

12
月
9
日

●  次 回 学 習 会 の お 知 ら せ  ●

多様な当事者 活動を学ぶ 「こんなことに困っている」「こんな制度がほしいな」
そんなとき、あなたはどうしますか？  
社会をよりよく変えるためには、いったい何が必要なのでしょう？ 

2月 3日（日） 


